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予算特別委員会

平成 31 年度三芳町
一般会計予算

注目

安澤　豊委員

吉村美津子委員

内藤美佐子委員

本名　洋委員

小松伸介委員 岩城桂子議長

増田磨美副委員長

福祉施策の充実を

未来を拓く政策実現へ

Q　学校水泳授業民間委託対象学校は
A　藤久保小学校の 4年生が対象

Q　酸性雨の測定をなぜ止めたのか
A　環境検査研究協会と協議し決めた

Q　議長車もリース対応とするのか
A　そのように予定している

平成 30 年度比
2億 2395万円（1.9％）
の増額

Q　国保税率の協議を
　　するのか

A　税率も協議する

Q　コンビニ交付で
　　マイナンバー必要
A　マイナンバーカードの
　　普及を推進
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この
予算に

予算特別委員会

鈴木　淳委員山口正史委員長

井田和宏委員

久保健二委員

細谷三男委員

細田三恵委員

慎重審議が行えた

Q　農業遺産学会への人数減はなぜか
A　開催地変更（国内から海外）の為

Q　竹間沢通西地区の勉強会の内容は
A　土地区画または、税金に関する事

Q　PJ市への議員 2名派遣の理由は
A　議員も行ってもらいたい町の思い

まちづくり
予算は
120億円！

Q　小中体育館の大型
　　扇風機の購入は
A　4〜 5月には購入する
　　ようにする

Q　平地林萌芽更新委託料
　　の対象は
A　公募により決定する
　　予定である

元号の表記について
2019 年 5 月 1 日の改元
に伴い、当号の議会だよ
りにおいて、改元以降の
日付を示すもので元号が
「平成」と表記されている
ものについては、「令和」
に読み替えて頂きますよ
うお願いいたします。
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1
月
12
日
に
平
成
31
年
第
1
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
補
正
予
算
を
含
む
議
案
6
件
を
原
案
通
り
可
決
。

　
ま
た
、
2
月
27
日
か
ら
は
第
2
回
定
例
会
が
20
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
平
成
31

年
度
の
各
会
計
予
算
を
含
む
議
案
16
件
、
発
議
2
件
、

同
意
4
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
住
民
提
出
の
請
願
1
件
は
、
不
採
択
と

な
り
、
議
員
提
出
の
意
見
書
4
件
の
う
ち
2
件
が
可
決
。

　
一
般
質
問
で
は
、
11
人
が
登
壇
し
、
町
政
に
対
す
る

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

三芳みらい

　厳しい財政状況下、
将来的な公共施設建設投資抑制のための
新規予算が盛り込まれている。子育て、
教育対策、みどり環境対策、遊歩道整備
など住民の憩いと健康ための新規予算な
ど、総合計画重点施策事業に多くの経費
が計上され大いに評価する。更なる行財
政改革の推進を要望し賛成する。

賛
成

平成31年
第1回 臨時会

（1月12日）
第2回 定例会

（2月27日〜3月18日）

日本共産党

　藤久保地域拠点施設
基本構想は、公共施設の集約化や民間
委託の方向が示されている。竹間沢通
西地区の区画整理や、産業基盤整備推
進検討業務、三芳スマート IC利便性向
上事業など、企業誘致・開発優先の予
算である。より福祉向上策を重視する
ことを求め反対とする。

主な歳入

主な歳出

項　　目 平成 31年度
予算額 前年度比較 備　　考

個人町民税 21億 6747万円 2988万円 給与所得者の増
法人町民税 6億 9360万円 △ 4942万円 30年度の実績を見込んだため

固定資産税 37億 2849万円 4837万円 土地は地目変更、負担調整、
家屋は新築家屋を見込み増額

地方消費税
交付金 8億 4600万円 800万円 埼玉県の割り振りが増となった

ため
教育費国庫
補助金 4745万円 2856万円 小学校トイレ改修工事

唐沢小（1期）、三芳小等
ふるさと納税
寄附金 2億円 同額

公共交通補助事業
75 才以上の高齢者の移動を支援
するため、タクシー運賃やバス回
数券の購入費の一部を支援する

平成 31年度に向けた一部制
度の見直し
補助金額の見直し
補助金額上限 :
上限5000円　→　上限6000円

タクシーの補助 :
領収書 1枚につき 300円　
→　領収書 1枚につき 500円

空家等
現況調査
空家等を適正に管
理するため、行政
区単位において地
域の空家等に関す
る現況調査を委託
し、データベース
の整備を図る
21万 5000円

藤久保第 3 区
集会所建替事業
公共施設マネジメン
ト基本計画に基づき
老朽化集会所の建替
をする

6252 万 1109 円
藤久保第 3 区集会所
建替施工監理業務委
託料
藤久保第 3 区集会所
建替工事

一 般 会 計 予 算 可 決
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中学校 1 年生ヘルメット購入補助
交通安全への意識を高
めるため、町内の中学
校 1 年生に対し、自転
車用ヘルメット購入の
一部を補助する。

1000円× 375人　
37万 5000円

小学校施設整備事業
良好な教育環境を維持するため、小学校施設
の補修及び改修を行う。

1億 4822万 2000円
改修工事
三芳小学校、唐沢小学校トイレ改修工事
三芳小学校プールろ過装置改修工事
竹間沢小学校非常放送設備改修工事
唐沢小学校特別教室空調設備設置工事

竹間沢小学校校舎トイレ改修工事設計業務委託
三芳小学校他1校校舎トイレ改修工事監理業務委託

国際交流事業
（マレーシア・オランダ中学生派遣）
中学生海外派遣
生徒 10人マレーシア
123万 3360円－（3万円×10人）93万 3360円
生徒 6人オランダ
303万 5551円－（8万円×6人）255万 5551円

英語検定補助事業
英語力を向上させる為に、
実用英語技能検定 3級以上
の受験者（町内在住中学生）
の保護者に対して、年一回
検定料の一部を補助する。

補助金　2000円× 350人
70万円

中学校 ICT 機器
維持管理事業

ICTを活用した授業を展開し情
報活用能力や情報発信能力等
を高める。

教育用コンピュータ借上料
1242万 7776円

公明党

　財政が厳しい中、証
明書のコンビニ交付や空家等対策協議
会の設置、不育症や新生児聴覚検査助
成等、公明党が要望した事業が予算化
された事は評価するが、持続可能な公
共交通、全学校トイレの早期洋式化等
も望まれている。今後も町民福祉の増
進に尽力されるよう要望し、賛成する。

賛
成

教育関係の主な予算

3 月 18日定例会最終日に本会議を開催し、予算
特別委員会委員長報告等の後、採決を行った結果、
賛成多数で「原案可決」となりました。

本会議の審議結果
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予
算
総
額

37
億
９
７
６
７
万
９
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比　

2
億
４
０
６
０
万
２
０
０
０
円
減
）

問

特
定
健
診
対
象
者
数
と
受

診
率
は
。

答

６
３
３
５
名
。
２
月
末
現

在
で
受
診
者
数
は
２
４
８
６
名

で
39・２
％
。
最
終
的
に
は
も
う

少
し
増
え
る
と
思
う
。

・
収
益
的
収
入８億

８
０
０
９
万
円

・
収
益
的
支
出

７
億
５
６
２
２
万
５
０
０
０
円

・
資
本
的
収
入

７
４
４
９
万
円

・
資
本
的
支
出

２
億
８
３
５
６
万
２
０
０
０
円

問

平
成
30
年
度
と
大
き
く
変

わ
る
と
こ
ろ
は
。

答

公
共
下
水
道
事
業
計
画
変

更
業
務
委
託
の
他
、
修
繕
や
更

新
の
工
事
が
発
生
し
て
い
る
。

・
収
益
的
収
入

８
億
５
１
２
０
万
４
０
０
０
円

・
収
益
的
支
出

８
億
３
４
２
８
万
６
０
０
０
円

・
資
本
的
収
入

１
億
５
７
５
４
万
８
０
０
０
円

・
資
本
的
支
出

３
億
５
４
３
０
万
８
０
０
０
円

問

自
家
発
電
設
備
更
新
工
事

の
工
期
と
金
額
は
。

答

平
成
31
・
32
年
度
の
２
か

年
。
平
成
31
年
度
は
１
億
５
４

３
７
万
４
０
０
０
円
。
総
額
で

２
億
８
０
１
４
万
８
０
０
０
円

を
予
定
し
て
い
る
。

【
下
水
道
事
業
の
会
計
方
式

変
更
に
つ
い
て
】

　
下
水
道
事
業
は
平
成
31
年
４

月
１
日
よ
り
地
方
公
営
企
業
法

が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い

会
計
方
式
も
水
道
事
業
と
同
じ

公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
。

そ
の
た
め
、
本
予
算
か
ら
公
営

企
業
会
計
と
な
る
。

＊
地
方
公
営
企
業
法
適
用

の
背
景

　
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が

求
め
ら
れ
た
時
代
と
比
べ
て
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
節
水

意
識
の
定
着
に
よ
る
処
理
水
量

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、

災
害
対
策
や
老
朽
化
し
た
設
備

の
更
新
等
に
よ
り
多
額
の
費
用

が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
も
安
定

し
た
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

の
た
め
に
、
下
水
道
事
業
の
経

営
及
び
財
政
状
況
、
資
産
・
負

債
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

水
道
事
業

・
給
水
人
口　

４
万
５
０
０
人

・
１
日
最
大
給
水
量　

２
万
４
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

下
水
道
事
業

・
排
水
人
口　

３
万
７
５
０
０
人

・
１
日
最
大
処
理
能
力　

１
万
９
５
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

予
算
総
額

25
億
９
７
３
７
万
円

（
対
前
年
度
比

２
億
１
３
９
２
万
４
０
０
０
円
増
）

問

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
確
保

で
き
て
い
る
か
。

答

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
で

提
供
さ
れ
て
な
い
人
は
い
な
い
。

予
算
総
額

４
億
９
４
２
２
万
円

（
対
前
年
度
比　

２
１
０
８
万
円
増
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
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細田議員
　辺野古は「新基地」ではなく、普天
間基地の辺野古への「移設」です。も

ちろん民意は尊重されるものでありますが、現在の近
隣諸国の動向の現実から見れば、仕方のない事で有り、
むしろ受け入れる事こそが、平和に繋がると言う思い
を持っている沖縄県民も多数存在するのも現実です。

意
見
書
第
2
号

妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療

提
供
体
制
の
充
実
と
健
康

管
理
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

　

妊
婦
は
診
断
が
難
し
い
疾
患

等
に
見
舞
わ
れ
る
頻
度
が
高
く
、

診
療
に
は
特
別
な
注
意
が
必
要

と
し
妊
婦
加
算
が
実
施
さ
れ
た

が
、
関
係
者
に
十
分
な
説
明
が

な
い
、
投
薬
を
伴
わ
な
い
処
方

に
加
算
す
る
等
、
問
題
が
指
摘

さ
れ
た
。
妊
婦
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
師
の

教
育
や
研
修
体
制
、
妊
婦
に
配

慮
し
た
検
討
を
求
め
る
。

提
出
先内

閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

意
見
書
第
1
号

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

進
め
る
意
見
書

　

国
内
で
発
生
す
る
食
品
ロ
ス

の
量
は
世
界
食
糧
計
画
が
発
展

途
上
国
に
食
料
を
援
助
す
る
量

の
約
2
倍
に
上
る
。
食
品
ロ
ス

を
削
減
し
て
い
く
に
は
食
べ
物

を
無
駄
に
し
な
い
意
識
の
醸
成

と
そ
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
、
国
に
お
い
て
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
の
法
整
備
を
含

め
た
よ
り
一
層
の
取
組
み
を
進

め
る
こ
と
を
求
め
る
。

提
出
先衆

議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）

農
林
水
産
大
臣

経
済
産
業
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

文
部
科
学
大
臣

環

境

大

臣

請
願
第
1
号

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
関
し
、

政
府
に
対
し
沖
縄
の
民
意
を
尊

重
し
誠
実
な
協
議
を
沖
縄
県
と

行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
。

　
請
願
者
：
三
芳
九
条
の
会

〈
請
願
趣
旨
〉

　

沖
縄
県
知
事
選
に
お
い
て
、

新
基
地
建
設
反
対
を
掲
げ
た
候

請

願

議
案
第
11
号

三
芳
町
空
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例

　
空
家
等
の
適
正
管
理
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
良

好
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
と

と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
。　

議
案
第
13
号

三
芳
町
芸
術
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
条
例

　
芸
術
文
化
を
活
用
し
た
総
合

的
な
施
策
を
推
進
し
、
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
。

議
案
第
14
号

三
芳
町
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
金
条
例

　
将
来
の
公
共
施
設
の
保
全
及

び
更
新
に
要
す
る
費
用
の
財
源

を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
。

議
案
第
16
号

三
芳
町
立
集
会
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

北
松
原
土
地
区
画
整
理
事
業

の
換
地
処
分
に
伴
い
、
藤
久
保
第

3
区
第
2
集
会
所
の
地
番
変
更
。

意

見

書

条
例
・
同
意

同意しました
　
左
記
の
人
事
案
件
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
適
任
と
認
め
同

意
し
ま
し
た
。

三
芳
町
副
町
長�

内 

田 

浩 

明 

氏

三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員�

長
野
真
寿
美 

氏

三
芳
町
公
平
委
員
会
委
員�

池 
上
　  
謙 

氏

三
芳
町
監
査
委
員�

荻 

島
　  
詔 
氏

　
藤
久
保
第
3
区
第
2
集
会
所

　
三
芳
町
大
字
藤
久
保
６
５
４

０
番
地
へ
改
正
。

補
者
が
知
事
に
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
県
に
よ
る
埋
め
立
て
承

認
撤
回
に
対
し
、
国
が
不
服
審

査
請
求
し
工
事
を
再
開
し
た
こ

と
は
行
政
不
服
審
査
法
の
乱
用

で
あ
る
。
民
意
を
無
視
し
、
法

を
乱
用
し
工
事
を
進
め
る
事
は

民
主
主
義
と
地
方
自
治
の
否
定

で
あ
る
。
工
事
を
一
旦
停
止
し

話
し
合
い
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
。

経
過

　

本
会
議
で
審
議
し
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
っ
た
。
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和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
54
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
男
性
を
対
象
に
、
風
し

ん
に
関
す
る
追
加
的
対
策

事
業
を
実
施
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　
４
７
９
７
万
６
０
０
０
円
を

追
加
し
予
算
総
額
を
40
億
８
６

２
５
万
７
０
０
０
円
と
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
（
第
１
号
）

　
37
万
４
０
０
０
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
４
億
７
３
５

１
万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

（
主
な
内
容
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

　
37
万
４
０
０
０
円

保
険
料
軽
減
額
の
増
分
を

県
の
広
域
連
合
に
納
め
る
。

被
保
険
者
増
に
よ
る
増
額
。

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

　
８
０
２
万
９
０
０
０
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
25
億
５
３

２
４
万
７
０
０
０
円
と
す
る
。

平
成
30
年
度

一
般
会
計
（
第
5
号
）

　

２
６
８
１
万
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
１
２
５
億
８
２
５
１
万

５
０
０
０
円
と
す
る
。

（
主
な
内
容
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　
２
０
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
見
込
み
増

額
の
た
め
。

・
農
業
支
援
事
業

６
２
７
万
円

台
風
24
号
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
た
農
家
に
対
す
る
施
設

の
撤
去
及
び
修
繕
費
用
に
た

い
す
る
補
助
事
業

・
公
園
等
施
設
整
備
事
業
契
約

差
益
に
よ
る
減
額

減
額
52
万
円

（
仮
称
）
北
松
原
第
3
公
園

実
施
設
計
業
務
委
託
料
（
藤

久
保
6
区
）

こ
ぶ
し
の
里
施
設
改
修
工
事

・
国
際
交
流
事
業

２
６
９
万
円

中
学
生
海
外
派
遣
（
オ
ラ

ン
ダ
）
に
お
け
る
経
費

一
般
会
計
（
第
6
号
）

　

３
２
４
５
万
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
１
２
６
億
１
４
９
７
万

３
０
０
０
円
と
す
る
。

（
主
な
内
容
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
係
る
事
務
経
費
等

　
　
　
２
６
１
万
円

平
成
31
年
10
月
よ
り
、
0

歳
〜
2
歳
児
の
い
る
世
帯

を
対
象
に
行
う
補
助
事
業

の
事
務
経
費

・
体
育
施
設
整
備
等
事
業

　
　
１
０
８
万
円

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
床
板

の
剥
離
事
故
に
よ
り
、
緊
急

に
改
修
工
事
を
行
う
た
め

・
予
防
接
種
事
業

　
　
９
４
０
万
円

風
し
ん
の
発
病
及
び
ま
ん

延
を
予
防
す
る
た
め
、
昭

補
正
予
算

議
案
第
1
号　

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

第
1
回
臨
時
会

議
案
第
2
号　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
人
事
院
の
給

与
勧
告
を
踏
ま
え
、
町
長
及
び

副
町
長
、
教
育
委
員
会
教
育
長

の
年
間
期
末
手
当
支
給
率
を
年

０・
０
５
カ
月
分
引
き
上
げ
す

る
た
め
、
提
出
さ
れ
た
も
の
。

議
案
第
3
号

三
芳
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
職
員
の

給
与
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
。

議
案
第
4
号

平
成
30
年
度
三
芳
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
２
４
０
７
万
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
１
２
５
億
５
５
７
０

万
１
０
０
０
円
と
す
る
。

（
主
な
内
容
）

・
県
議
会
議
員
選
挙
執
行
経
費

　
１
７
８
万
円

・
町
道
幹
線
14
号
線
用
地
取
得

経
費�

　
５
９
６
万
円

・
三
芳
東
中
学
校
特
別
支
援
学

級
改
修
工
事�

２
９
９
万
円

日本共産党
　町長及び副町長の期末手当の支給割
合を0.05カ月分引き上げるもの、平

成26年 4月に消費税率が8%になって、町民の生活
は厳しくなっている。町も国民健康保険税や介護保険
料の値上げ、水道料金、下水道使用料も値上げを行った。
町民に負担を強いた中での引き上げは認められない。
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入間東部地区事務組合議会報告
平成 30 年　
第 3 回臨時会が 12 月 21 日に開かれました。
　本臨時会では、平成 30年度入間東部地区事務組合一般会計補正予算第 3号が審議され、歳
入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2056万 8000円を追加し、歳入歳出がそれぞれ43億
6451万円となりました。
（補正予算の主な内容）
・工事請負費　バイオガス事業用水供給施設工事� 1981 万 8000円

新しい地震体験車が納入されました。
　地震体験車を更新し、全国の消防機関として初
のリチウムイオン電池を搭載した環境対策型地震
体験車を配備しました。体験室内に設置された大
型モニターとスピーカーによるリアリティーある
音響映像に加え、階層別地震のほか、過去に発生
した地震及び想定される地震を含めた８種類の揺
れを体験できる最先端の車両となっています。こ
れにより、町内を含む各種防災訓練において、地
震の怖さをより五感に訴え地震発生時の安全行動
について、多くの住民に学んでもらうことができ
ます。

平成 31 年　
第 1 回定例会が 3 月 14 日に開かれました。
　本定例会では、平成 31年度入間東部地区事務組合一般
会計予算が審議され、歳入歳出予算の総額が歳入歳出それぞ
れ44億 278万 4000円と決定しました。
（予算の主な内容）
・しののめの里指定管理科

　1億 272万 9000円
・ 38ｍ級はしご付消防自動車

　2億 4520万 461円
・高規格救急自動車 2台

　7170万 9000円
・ 119番通報訓練装置

　69万 7637円
・ 119番通報等に係る電話通訳業務委記料

　35万 6400円

38m級はしご付消防自動車
主に高所での消防活動を容易にするために製作
された車両で、火災時等に高所に取り残された
人の救出、高所からの放水活動及び警戒活動な
どを行います。（4WS・車高前後± 100mm
調整可能・マイナス角へ伏梯可能）
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平成 31年第 1回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
谷　
三
男

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

■条例の一部改正

町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

三芳町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■平成３０年度補正予算

平成 30年度三芳町一般会計補正予算（第 4号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第 2号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度三芳町水道事業会計補正予算（第 2号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 31年第２回定例会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

■平成３０年度補正予算
平成 30年度三芳町一般会計補正予算（第 5号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○

平成 30年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 30年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第 3号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 30年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 30年度三芳町一般会計補正予算（第 6号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

■平成３１年度予算
平成 31年度三芳町一般会計予算 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 議
長 ○ ○ ○

平成 31年度三芳町国民健康保険特別会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 31年度三芳町介護保険特別会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 31年度三芳町後期高齢者医療特別会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 31年度三芳町下水道事業会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

平成 31年度三芳町水道事業会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

■条例及び規則の制定・改正等
三芳町議会会議規則の一部を改正する規則 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○

三芳町議会委員会条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町空家等の適正管理に関する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町空家等対策協議会条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町芸術文化のまちづくり条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

○賛成　×反対■議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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議 会 活 動 日 誌
　６日　厚生文教常任委員会
７･８･１０･１１・１２日　
　　　　予算特別委員会
１３日　第 13回政策検討会議
１４日　平成 31年入間東部地区事務組合
　　　　第 1回定例会
１５日　議会運営委員会
２７日　議会広報広聴常任委員会

4 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　８日　議会広報広聴常任委員会
１７日　沖縄県北中城村議会視察来庁

2 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　５日　議会運営委員会
　７日　厚生文教常任委員会
　８日　第 12回政策検討会議
１４日　議会広報広聴常任委員会
１９日　全員協議会
２０日　議会運営委員会
２２日　第 6回政策サポーター会議

3 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　２月２７日〜３月１８日
　　　　平成 31年第 2回三芳町議会定例会
　５日　全員協議会
　　　　議会広報広聴常任委員会

平成 31年第２回定例会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

三芳町公共施設マネジメント基金条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町立集会所条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

学校教育法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町ゲートボール場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町道路線の廃止について 撤回

三芳町道路線の認定について 撤回

■同意
三芳町公平委員会委員の選任同意について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○

三芳町監査委員の選任同意について 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町副町長の選任同意について 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

■請願・意見書
辺野古新基地建設に関し、政府に対し沖縄の民意を尊重し誠実な協議を沖縄
県と行うことを求める意見書を国に提出することを求める請願 不採択 × × × × ○ ○ ○ ○ × 議

長 × × ×

食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意見書について 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書につ
いて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○

主要作物種子法の復活を求める意見書について 否決 × × × × × ○ ○ ○ × 議
長 × × ×

国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書について 否決 × × × × × ○ ○ ○ × 議
長 × × ×
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た
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

問

職
場
で
の
購
読
は
、「
政

治
的
中
立
」
を
疑
わ
れ
る
行
為

で
は
な
い
か
。

答

職
務
中
の
関
係
の
な
い
も

の
の
購
読
は
、
職
務
専
念
義
務

違
反
で
禁
止
行
為
で
あ
る
。

問

庁
舎
内
で
の
政
党
機
関
紙

勧
誘
、
購
読
、
集
金
等
の
行
為

は
禁
止
す
べ
き
で
は
。

答

庁
舎
管
理
規
則
で
問
題
が

あ
る
の
で
、
や
め
る
よ
う
関
係

者
に
申
し
入
れ
を
し
た
い
。

問

今
後
も
、
無
許
可
で
執
務

室
に
立
ち
入
り
、
勧
誘
、
配
達

集
金
等
の
行
為
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
即
刻
や
め
さ
せ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

現
行
規
則
等
に
基
づ
い
て

庁
舎
管
理
上
問
題
が
あ
る
。
今

後
関
係
各
課
に
指
示
を
す
る
。

問

一
般
的
に
庁
舎
内
で
の
物

品
販
売
や
セ
ー
ル
ス
は
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

答

庁
舎
管
理
規
則
に
よ
り
、

基
本
的
に
は
禁
止
行
為
だ
が
、

許
可
を
得
た
場
合
に
限
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
間

帯
は
、
昼
休
み
の
12
時
か
ら
13

時
に
限
ら
れ
て
い
る
。

問

庁
舎
内
で
町
議
員
に
よ
る

職
員
へ
の
政
党
機
関
紙（
赤
旗
）

購
読
の
勧
誘
が
、
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
。問

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
昼

休
み
又
は
終
業
後
だ
が
、
い
く

つ
か
の
課
で
は
、執
務
室
内
で
、

機
関
紙
の
配
付
時
や
集
金
時
に

勧
誘
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

問

こ
れ
ら
の
勧
誘
、
配
達
、

集
金
等
は
、
庁
舎
使
用
許
可
を

経
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答

手
続
き
は
経
て
い
な
い
。

問

庁
舎
使
用
許
可
を
経
ず
に

行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら

ば
、何
故
黙
認
し
て
い
た
の
か
。

特
定
の
党
派
へ
の
利
益
供
与
と

は
な
ら
な
い
か
。

答

慣
例
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

た
の
で
、
特
定
の
党
派
に
利
益

供
与
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
き

伝
統
へ
の
理
解
を
持
た
せ
、
人

間
関
係
を
築
く
力
を
高
め
る
。

問

全
小
中
学
校
に
常
駐
英
語

指
導
助
手（
A
L
T
）配
置
は
。

答

中
学
校
3
校
と
小
学
校
3

校
に
1
名
ず
つ
常
駐
、
他
小
学

校
2
校
は
1
名
で
分
担
す
る
。

問

英
語
授
業
以
外
の
学
校
諸

活
動
に
A
L
T
の
参
加
は
。

答

清
掃
や
給
食
時
等
の
諸
活

動
に
参
加
を
推
進
す
る
。

問

T
G
G
（
英
語
村
）
で

の
研
修
を
計
画
し
て
は
。

答

A
L
T
の
協
力
の
も
と
、

小
5
・
6
年
生
対
象
の
三
芳
町

版
英
語
村
を
計
画
し
て
い
る
。

築
25
年
の
本
庁
舎
修
繕

問

雨
漏
り
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
構
造
躯
体
の
内
部
調
査

や
大
規
模
修
繕
が
必
要
で
は
。

答

平
成
31
年
度
に
コ
ア
抜
き

劣
化
診
断
等
を
実
施
す
る
。
費

用
や
公
債
費
を
考
慮
し
、
築
30

年
時
に
修
繕
工
事
予
定
だ
。

問

新
設
の
太
陽
の
家
は
災
害

時
の
福
祉
避
難
所
と
な
る
か
。

答

建
設
予
定
地
が
役
場
敷
地

内
で
あ
り
、
町
災
害
対
策
本
部

と
の
連
携
が
可
能
。
福
祉
避
難

所
と
し
て
の
整
備
を
検
討
す

る
。問

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重

度
心
身
障
が
い
者
の
受
入
れ

は
。答

現
在
の
利
用
者
と
の
共
存

や
看
護
師
・
嘱
託
医
の
確
保
が

必
要
と
な
る
の
で
検
討
課
題

だ
。問

入
浴
設
備
の
整
備
は
。

答

施
設
ス
ペ
ー
ス
や
費
用
面

の
課
題
が
あ
る
が
検
討
す
る
。

問

非
常
時
の
停
電
を
考
慮
し

て
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
等
の

備
え
も
必
要
で
は
。

答

電
源
の
確
保
は
大
変
重
要

と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
電
源

に
す
る
か
を
検
討
す
る
。　

問

新
設
す
る
太
陽
の
家
を
ど

の
様
な
施
設
と
位
置
付
け
る

か
。答

将
来
に
わ
た
り
障
が
い
者

福
祉
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施

設
と
な
る
よ
う
整
備
し
た
い
。

学
校
教
育
の
国
際
化

問

中
学
生
マ
レ
ー
シ
ア
・
オ

ラ
ン
ダ
派
遣
の
教
育
的
効
果

は
。答

日
本
や
諸
外
国
の
文
化
や

「三芳太陽の家」の建設基本計画は内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

庁舎内での政党機関紙の勧誘等は許可され
るべきではない

庁舎内で政党機関紙勧誘等禁止へ細 谷 三 男
ほそ    や    みつ   お

三芳みらい 動 画
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問

街
路
樹
の
整
備
計
画
は
。

答

剪
定
は
隔
年
で
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
倒
木
な
ど
危
険
性

が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

計
画
に
関
わ
ら
ず
緊
急
的
に
伐

採
や
剪
定
を
行
っ
て
い
る
。

問

歩
道
上
で
大
き
く
な
り
過

ぎ
た
樹
木
は
根
が
大
き
く
な
り

歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
盛
り

上
げ
歩
行
者
に
危
険
だ
が
、
町

内
で
の
箇
所
を
把
握
し
て
い
る

か
。答

幹
線
14
号
線
や
竹
間
沢
東

辺
り
に
見
受
け
ら
れ
る
。

問

台
風
で
被
害
に
あ
っ
た
み

ら
い
通
り
の
倒
木
の
箇
所
に
つ

い
て
今
後
の
計
画
は
。

答

秋
頃
に
さ
る
す
べ
り
の
木

20
本
程
度
の
植
樹
を
予
定
。

問

花
壇
に
雑
草
防
止
と
し
て

黒
い
シ
ー
ト
が
敷
い
て
あ
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
花

壇
と
し
て
利
用
し
て
い
く
の

か
。答

段
階
的
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
し
高
木
用
の
桝
の
み
整
備
し

て
い
く
予
定
。

問

花
壇
の
花
植
え
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
し
て
み
て
は

い
か
が
か
。

答

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

花
い
っ
ぱ
い
推
進
事
業
を
展
開

し
て
い
る
の
で
引
続
き
募
集
し

て
い
く
。

町の街路樹の整備・美化について

芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
具
体
的

な
効
果
は
。

答

以
前
に
町
内
3
中
学
の
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
が

各
吹
奏
楽
の
連
携
が
強
化
さ
れ

毎
年
コ
ピ
ス
に
て
開
催
さ
れ
生

徒
の
協
調
性
、
独
創
性
が
生
ま

れ
た
。
よ
っ
て
芸
術
の
普
及
、

教
育
の
向
上
連
鎖
反
応
を
生
み

出
し
て
い
る
。

問

芸
術
文
化
の
中
に
は
、
絵

画
に
関
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る

が
、
今
後
の
取
組
み
は
。

答

町
の
芸
術
文
化
活
動
を
包

括
的
に
行
っ
て
い
く
上
で
、
絵

画
を
含
む
美
術
分
野
に
関
し
て

も
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

三
芳
町
郷
土
か
る
た
の
制
作
に

つ
い
て

動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

藤
久
保
小
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
は
藤
久
保
地
域
拠
点

施
設
構
想
の
た
め
、
他
校
に
比

べ
て
何
年
も
先
に
な
っ
て
し
ま

う
。
児
童
や
保
護
者
に
不
公
平

感
を
感
じ
さ
せ
な
い
た
め
、

し
っ
か
り
と
し
た
丁
寧
な
説
明

が
必
要
と
思
う
が
、
町
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

答

当
初
は
藤
久
保
地
域
拠
点

の
完
成
ま
で
延
ば
そ
う
と
考
え

て
い
た
が
、
改
め
て
教
育
委
員

会
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

三
芳
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公

園
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

構
想
予
定
地
域
の
方
に
営

農
に
関
す
る
考
え
を
聞
く
な
ど

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

幼
保
無
償
化
に
つ
い
て

問

住
民
が
行
政
と
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
る
と
き
に
窓
口
と
な
る

の
が
町
の
職
員
。
そ
ん
な
町
の

第
一
印
象
を
決
め
る
職
員
の
勤

務
状
況
を
み
る
と
課
に
よ
っ
て

平
均
残
業
時
間
や
有
給
休
暇
取

得
率
も
大
き
く
違
う
が
、
職
員

配
置
は
適
正
な
の
か
。

答

定
員
適
正
化
計
画
を
踏
ま

え
、
効
率
的
で
機
能
的
な
体
制

を
構
築
し
、
職
員
の
能
力
開
発

と
組
織
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
適
正
な
配
置
に
努
め
た
い
。

問

平
成
30
年
度
12
月
ま
で
に

病
気
な
ど
を
理
由
に
1
カ
月
以

上
休
職
し
た
職
員
は
8
名
と
の

こ
と
だ
が
、そ
の
休
職
理
由
は
。

答

傷
病
関
係
が
3
名
、
メ
ン

タ
ル
関
係
が
5
名
、6
名
復
職
。

問

S
N
S
や
電
話
な
ど
に

よ
る
勤
務
時
間
外
の
業
務
指
示

に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

答

緊
急
時
以
外
の
利
用
は
適

当
で
な
い
。
職
員
か
ら
そ
の
よ

う
な
相
談
が
あ
れ
ば
実
態
を
調

査
し
対
応
し
て
い
く
。

今
後
の
事
業
に
つ
い
て

問

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
の

計
画
策
定
に
あ
た
り
住
民
説
明

会
等
を
開
催
す
る
予
定
は
。

答

平
成
31
年
度
以
降
に
住
民

を
含
め
た
会
議
の
開
催
や
住
民

説
明
会
な
ど
を
実
施
し
て
計
画

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

事業施行前に充分な住民説明を
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん
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車
証
等
持
っ
て
も
ら
い
、
年
間

乗
車
利
用
回
数
、
制
限
無
し
の

補
助
は
出
来
な
い
か
。

答

自
治
体
運
営
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
あ
れ
ば
導
入
し
や

す
い
と
思
う
。
当
町
で
乗
車
パ

ス
等
の
発
行
を
導
入
す
る
に
は

民
間
事
業
者
と
の
調
整
が
必

要
。
今
、
当
町
で
行
っ
て
い
る

補
助
制
度
の
見
直
し
の
中
で
議

員
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
仕
組
み

を
含
め
事
業
者
と
調
整
を
図
り

た
い
。

問

本
田
書
店
の
あ
る
交
差
点

か
ら
40
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
拡

幅
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
幅

員
拡
幅
の
延
長
の
計
画
は
。

答

朝
夕
の
通
学
通
勤
時
間
帯

は
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車

の
交
通
量
が
多
く
延
長
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
拡

幅
の
延
長
に
向
け
て
進
め
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

①
児
童
虐
待
、
不
登
校
児
童　

②
光
害
阻
止
L
E
D
照
明
に

つ
い
て

問

徒
歩
で
行
き
た
い
時
に
行

け
る
、
歌
い
た
い
時
に
歌
え
る

高
齢
者
施
設
の
増
設
の
計
画

は
。答

今
の
と
こ
ろ
増
設
の
予
定

は
な
い
が
今
後
高
齢
者
の
人
口

規
模
に
比
し
て
必
要
か
否
か
に

つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。問

利
用
者
の
少
な
い
集
会
所

等
を
高
齢
者
施
設
と
し
て
利
用

す
る
等
、
検
討
出
来
な
い
か
。

答

今
後
の
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
施
設
の
総
量
の
縮

減
、
統
合
、
整
理
、
縮
小
を
踏

ま
え
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
人
口
増

加
を
考
慮
し
競
技
、
大
会
が
開

催
出
来
る
規
模
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
建
設
は
出
来
な
い

か
。答

議
員
提
案
の
新
規
建
設
の

計
画
は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

問

新
規
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
建
設
の
計
画
が
無
理
な
ら
、

せ
め
て
既
存
の
緑
地
公
園
内
に

あ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

か
。答

雨
水
対
策
等
を
考
え
な
が

ら
砂
等
を
入
れ
て
修
繕
を
し
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問

富
士
見
市
の
よ
う
に
高
齢

者
の
方
に
乗
車
パ
ス
、
特
別
乗

高齢者、弱者が安心し暮らせる街に
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

選
択
出
来
る
よ
う
に
し
て
は
。

答

今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。問

中
学
生
が
主
体
と
な
る
地

域
連
携
避
難
訓
練
の
実
施
は
。

答

災
害
時
に
お
け
る
中
学
生

の
役
割
を
自
覚
出
来
る
よ
う
教

育
活
動
を
行
う
と
共
に
、
主
体

的
に
地
域
連
携
避
難
訓
練
に
参

加
す
る
意
識
を
育
ん
で
い
く
。

問

中
学
生
向
け
の
防
災
ガ
イ

ド
を
作
成
し
て
は
。

答

防
災
教
育
の
観
点
か
ら
も

有
効
。関
係
各
課
と
研
究
す
る
。

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

問

橋
本
医
院
前
で
発
生
し
た

交
通
事
故
を
受
け
、
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
や
道
路
照
明
灯
の
設
置

等
、
具
体
的
な
安
全
対
策
の
考

え
は
。

答

県
警
本
部
・
東
入
間
警
察

署
と
協
議
し
、
対
応
可
能
な
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問

幹
線
15
号
線
は
交
通
量
多

く
危
険
。拡
幅
や
歩
道
設
置
は
。

答

主
要
幹
線
で
実
施
し
た
交

通
量
調
査
を
基
に
、
関
係
機
関

と
協
議
し
、拡
幅
箇
所
を
選
定
。

問

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
の
状
況
は
。

答

誤
食
や
提
供
資
料
の
不

備
、
食
材
取
違
え
等
、
事
故
は

な
い
。

問

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
数
は
。

答

対
応
の
申
込
者
数
は
48

名
。問

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
状
況

は
。答

牛
乳
が
飲
め
な
い
場
合
は

お
茶・豆
乳
を
提
供
。
そ
の
他
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
少
な
い
食
材
を

選
定
す
る
等
、工
夫
し
て
い
る
。

問

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算

は
。答

初
年
度
６
７
０
万
円
。
以

降
は
毎
年
５
７
５
万
円
と
試

算
。問

財
政
状
況
が
好
転
し
た
ら

対
応
食
を
実
施
し
た
い
と
の
事

だ
が
、
好
調
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
て
対
応
食

の
実
施
を
検
討
出
来
な
い
か
。

答

今
後
し
っ
か
り
検
討
す

る
。問

小
中
学
校
の
入
学
式
が
同

日
午
前
の
た
め
時
間
帯
に
配
慮

し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る

が
。答

中
学
校
区
で
連
携
す
る
よ

う
校
長
会
で
伝
え
て
い
く
。

問

女
子
中
学
生
の
制
服
を
ス

カ
ー
ト
か
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
か

教育環境整備、新しい防災教育を
動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

幹線 15号線
三芳団地付近
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町
村
と
の
協
定
を
考
え
て
い

る
。問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
応
援
物

資
の
受
け
入
れ
体
制
は
。

答

町
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
開
設
要
求
に
よ
り
社

協
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
応
援

物
資
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
や
職
員
の

初
期
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
訓
練
等
は
し
て

い
な
い
。

問

受
援
計
画
を
策
定
し
て
は
。

答

内
閣
府
か
ら
市
町
村
の
災

害
時
受
援
体
制
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問

地
域
連
携
避
難
訓
練
の
課

題
は
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
マ

ン
ネ
リ
化
、
参
加
者
が
同
じ
、

参
加
者
の
減
少
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。

問

今
後
の
方
向
性
は
。

答

平
成
31
年
度
は
総
合
型
防

災
訓
練
を
行
う
が
、
地
域
独
自

の
避
難
訓
練
は
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。　
　
　

問

な
る
べ
く
行
政
を
当
て
に

し
な
い
仕
組
み
づ
く
り
は
。

答

今
後
も
自
助
、
共
助
、
近

所
が
連
携
し
た
取
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

問

庁
舎
の
耐
震
性
は
。

答

新
耐
震
基
準
に
よ
り
設

計
・
施
工
さ
れ
て
お
り
、
一
定

の
耐
震
性
は
備
え
て
い
る
。

問

災
害
時
の
役
場
機
能
を
ど

う
継
続
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答

三
芳
町
業
務
継
続
計
画
に

基
づ
く
災
害
対
策
本
部
と
し
て

機
能
を
維
持
す
る
た
め
自
家
発

電
設
備
を
用
い
て
当
面
は
対
応

し
た
い
。

問

災
害
協
定
の
現
状
は
。

答

37
団
体
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
。

問

災
害
協
定
の
今
後
は
。

答

よ
り
多
く
の
職
種
、
企
業

と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
は
住

民
の
安
心
に
つ
な
が
る
。
平
成

31
年
度
は
関
東
地
方
以
外
の
市

地域防災力の強化について
動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

問

当
町
委
員
会
で
学
力
向
上

取
組
み
の
先
進
地
視
察
は
行
っ

て
い
る
か
。

答

教
育
委
員
会
連
合
会
の
視

察
は
参
加
し
た
が
、
当
町
独
自

で
の
視
察
は
行
っ
て
い
な
い
。

問

教
育
委
員
か
ら
の
事
業
提

案
等
は
あ
っ
た
か
。

答

教
育
委
員
個
人
か
ら
の
提

案
は
な
か
っ
た
。

問

戸
田
市
で
は
教
育
委
員
個

人
か
ら
の
事
業
提
案
等
が
あ

り
、「
学
び
続
け
る
教
育
委
員

会
」
を
掲
げ
て
委
員
会
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
当
町

も
委
員
会
の
改
革
が
必
要
と
思

う
が
。

答

環
境
整
備
を
図
り
、
更
な

る
委
員
会
審
議
の
充
実
が
必

要
。問

町
長
の
見
解
は
。

答

学
力
向
上
は
重
要
課
題
と

思
う
。
町
と
し
て
積
極
的
に
取

組
み
た
い
。

問

最
近
、
い
じ
め
や
虐
待
な

ど
の
不
適
切
な
教
育
委
員
会
の

対
応
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

最
近
野
田
市
で
起
き
た
心み

あ愛
さ

ん
の
虐
待
死
を
例
に
質
問
す

る
。
こ
の
事
件
で
は
小
学
校
長

が
保
護
者
へ
の
情
報
開
示
を
即

座
に
実
施
す
る
と
の
念
書
を
父

親
に
提
出
し
、
そ
の
後
に
父
親

が
市
に
赴
き
ア
ン
ケ
ー
ト
の
開

示
を
要
求
し
、
市
の
学
校
教
育

部
次
長
兼
指
導
課
長
が
念
書
と

本
人
の
同
意
書
に
よ
り
ア
ン

ケ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
父
親
に
渡

し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町

で
は
。

答

コ
ピ
ー
を
父
親
に
渡
し
た

こ
と
は
個
人
情
報
保
護
条
例
に

違
反
し
、
正
し
い
判
断
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
る
。
当
町
で
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て

問

小
中
学
校
生
徒
の
学
力
向

上
の
必
要
性
を
教
育
委
員
会
委

員
個
々
人
が
認
識
し
て
い
る

か
。答

委
員
会
で
授
業
参
観
や
学

校
か
ら
学
力
向
上
の
取
組
み
の

成
果
の
報
告
を
受
け
る
な
ど
、

学
力
向
上
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。

教育委員会について
動 画

山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい
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者
に
お
願
い
し
て
い
る
。

問

ア
ク
セ
ス
道
路
だ
け
で
は

な
く
、
町
内
全
体
的
な
対
策
が

必
要
で
は
。

答

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

に
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
量
調
査

等
踏
ま
え
、
関
係
各
機
関
と
協

議
、
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

問

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
が
車
を
運
転

し
な
く
て
も
移
動
で
き
る
公
共

交
通
充
実
の
早
急
な
取
組
み
も

必
要
と
思
う
が
。

答

現
在
、
ラ
イ
フ
バ
ス
の
再

編
に
取
組
ん
で
い
る
。
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
費
用
一
部
補
助
も

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
制
度

の
見
直
し
や
新
た
な
仕
組
み
も

含
め
、
公
共
交
通
の
更
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

投
票
率
向
上
の
取
組
み
に
つ
い

て

問

加
入
者
の
9
割
が
所
得

３
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
。
所

得
の
低
い
人
達
に
高
額
な
国
民

健
康
保
険
税
を
背
負
わ
せ
て
い

る
と
い
う
構
造
的
問
題
が
あ

る
。
他
健
康
保
険
組
合
に
比
べ

税
額
が
高
額
と
は
思
わ
な
い

か
。答

例
外
も
あ
る
が
、
同
条
件

で
比
較
す
る
と
高
い
。

問

平
成
31
年
度
は
税
額
の
引

き
上
げ
協
議
の
予
定
は
あ
る

か
。答

税
率
を
含
め
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
で
協
議
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
。

問

収
入
の
無
い
子
ど
も
に
ま

で
掛
け
ら
れ
る
均
等
割
と
い
う

算
定
方
法
は
国
民
健
康
保
険
に

し
か
無
い
。
富
士
見
市
や
ふ
じ

み
野
市
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な

多
子
世
帯
減
免
を
行
っ
て
は
。

答

他
市
町
村
、
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
の
取
組
み

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
で

「
中
長
期
対
策
」
は
供
用
開
始

後
に
な
る
の
か
。

答

「
中
長
期
対
策
」
は
用
地

買
収
も
関
係
す
る
対
策
も
あ
る

の
で
す
ぐ
に
は
実
施
で
き
な
い

項
目
も
あ
る
。
一
日
も
早
く
実

施
す
る
よ
う
各
道
路
対
策
管
理

高すぎる国民健康保険税本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

う
努
め
て
い
る
。
今
後
も
有
資

格
者
確
保
に
向
け
資
格
取
得
の

た
め
の
支
援
を
し
て
い
く
。

問

各
学
童
保
育
室
の
待
機
児

童
数
は
。

答

平
成
31
年
4
月
か
ら
の
希

望
者
は
全
員
入
室
と
な
る
。

問

町
立
第
二
保
育
所
は
4
月

の
民
営
化
に
向
け
て
引
き
継
ぎ

業
務
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、「
三

芳
町
第
二
保
育
所
民
営
化
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。

答

合
同
保
育
、
3
者
協
議
会

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
。

問

現
在
の
待
機
児
童
数
は
。

答

国
の
待
機
児
童
定
義
が
不

明
な
た
め
集
計
し
て
い
な
い
。

問

4
月
か
ら
の
町
内
保
育
所

入
所
待
ち
の
保
留
者
数
は
。

答

43
名
。
内
22
名
は
管
外
。

問

平
成
30
年
末
の
高
齢
化
率

は
富
士
見
市
23
・
９
％
、
ふ
じ

み
野
市
24
・
４
％
、
埼
玉
県
平

均
は
25
％
で
三
芳
町
27
・
７
％

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
町
で
住
み
続
け
る
た

め
の
施
策
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
に
手
助
け
が

特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
独
居
高

齢
者
に
対
す
る
調
査
は
急
務
で

は
。答

3
年
に
一
度
行
っ
て
い
る

町
の
福
祉
ニ
ー
ズ
調
査
等
、
内

容
を
分
析
す
れ
ば
一
人
暮
ら
し

の
情
報
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
次
回
調

査
時
に
は
見
て
い
き
た
い
。

問

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
、
認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
必
要

性
は
。

答

必
要
な
施
策
で
重
要
だ
。

問

具
体
的
な
展
開
策
は
。

答

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
配
布
し
た
集
い
の
場
マ
ッ
プ

に
町
内
の
居
場
所
等
が
記
載
。

さ
さ
え
あ
い
み
よ
し
の
協
議
体

の
活
動
と
共
に
住
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
今
後
も
進
め
て
い
く
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
室
）
の
支
援
員
は
研
修

等
を
受
け
た
有
資
格
者
か
。

答

有
資
格
者
を
配
置
す
る
よ

ずっと町に住み続けられる施策を
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

歩道が未整備の県道

藤久保学童保育室
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傍聴席から
3 月定例会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。

　
予
算
の
配
分
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度

に
お
け
る
要
望
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
そ

の
上
で
、
ど
こ
に
緊
急
性
、
重
要
性
が
あ

る
の
か
住
民
本
位
の
視
点
で
検
討
し
て

頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
藤
久
保
N
・
M
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
様
々
な
質
問
と
答
弁
に
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

（
藤
久
保
W
・
F
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
原
稿
に
沿
っ
て
質
問
で
き
る
の
で
、

端
的
に
質
問
し
て
も
ら
う
方
が
理
解
し

や
す
い
。
質
問
さ
れ
る
方
は
、
回
答
の

得
や
す
さ
も
考
慮
し
て
、
事
前
に
し
っ

か
り
し
た
読
み
上
げ
原
稿
を
用
意
し
た

方
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。（
質
問
が

重
複
し
て
い
た
り
で
わ
か
り
に
く
い
。）

（
藤
久
保
A
・
U
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
一
般
質
問
に
対
し
て
、町
の
方
も
し
っ

か
り
答
え
て
い
る
の
に
関
心
し
ま
し
た
。

議
員
さ
ん
も
、
町
も
、
し
っ
か
り
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。
議
員
さ
ん
の
す
る
ど

い
質
問
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
す
ね
。

（
藤
久
保
S
・
S
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
今
回
初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
。
議
員

も
町
も
こ
の
三
芳
町
の
事
、
住
民
の
事

を
思
っ
た
以
上
に
真
剣
に
考
え
取
組
ん

で
い
る
こ
と
に
少
し
驚
き
感
心
し
た
と

言
う
か
、
安
心
し
て
い
る
。
今
後
も
真

し
に
考
え
て
ほ
し
い
。

（
北
永
井
Ｅ
・
Ａ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

福祉の向上施策

タ
ク
シ
ー
の
補
助
額
の
増

額
等

問

75
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の

タ
ク
シ
ー
の
補
助
が
３
０
０
円

か
ら
５
０
０
円
と
な
る
。
今
後

は
初
乗
り
補
助
に
拡
大
す
る
と

同
時
に
、
領
収
書
添
付
の
申
請

で
は
な
く
、
フ
リ
ー
パ
ス
券
の

利
用
な
ど
に
改
善
し
て
は
。

答

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
の

重
量
を
軽
く

問

ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
の

重
量
は
、
体
重
の
10
％
以
下
が

望
ま
し
い
。
そ
の
よ
う
な
対
応

に
す
べ
き
で
は
。

答

全
校
に
指
導
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

民
間
委
託
推
進
の
第
6
次
行
政

改
革
大
綱
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

問
題
に
つ
い
て

障
が
い
児
・
者
入
所
施
設

の
増
設

問

障
害
の
あ
る
子
の
親
は
、

「
私
が
な
き
あ
と
が
心
配
」
と

切
実
な
思
い
で
い
る
。
富
士
見

市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
の

2
市
1
町
で
入
所
施
設
を
造
る

べ
き
で
は
。

答

入
間
東
部
福
祉
会
と
協
議

し
た
い
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

問

群
馬
県
で
は
、
35
市
町
村

の
う
ち
3
分
の
2
の
23
市
町
村

が
、
学
校
給
食
費
の
一
部
補
助

や
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
全
国
的
に
広
が
っ

て
い
く
と
思
う
。
町
で
も
実
施

す
べ
き
で
は
。

答

無
償
化
へ
の
財
源
は
大
き

い
。
国
の
動
向
を
見
て
い
き
た

い
。

高
校
3
年
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化

問

保
育
の
無
償
化
に
よ
り
、

町
の
保
育
へ
の
支
出
が
減
っ
た

と
き
に
は
、
高
校
3
年
生
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
に
し
て
は
。

答

検
討
し
て
い
き
た
い
。

動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

※傍聴が無かった委員会は掲載しておりません。

日　程 人数

本
会
議

２月２７日　議案審議 2
２月２８日　一般質問 21
３月　１日　一般質問 48
３月　４日　一般質問 10

委
員
会

３月　４日 （総務） １
３月　８日 （予算） １
３月１０日 （予算） ２
３月１１日 （予算） ３
３月１２日 （予算） １

3月定例会の傍聴者数
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みよしグリーンサポート隊は、その活動が認められ平成
30年度「彩の国埼玉環境大賞優秀賞」を受賞されました。
今回は、「緑のトラスト保全第 14号地」でみよしグリー
ンサポート隊の皆さんにお話をお聞きしました。

みよしグリーンサポート隊は、「協働のまちづくりネットワークみどり環境グループ」の事業・活
動実行部隊として平成 21 年 10 月より活動を始めました。その活動は詳細に記録されています。
これからも引き続き緑の保全のために活動を続けていただきたいと思います。

Q．活動内容を教えてください。
A．現在約 70 名の会員がいます。活動は、年間スケジュールを組み、毎月第 3 日曜日 9 時から 12

時まで行っています。毎回 30 名ぐらいの会員が参加します。平成 31 年 3 月までで延べ 310
名の参加がありました。特に力仕事の時は、町内企業の若い人が参加してくれるので助かります。
今後も多くの企業の参加を望みます。

Q．喜びを感じるところはどこですか。
A．下草刈りなどの活動をすることによってきれいになることに喜びを感じます。特にきれい

にしたことによって今まで見られなかった植物、鳥、昆虫が見られるようになりました。
気候や季節を肌で感じられることは素晴らしいことだと思います。

Q．苦労しているところがあれば教えてください。
A．木を切らなければならない時期にきていますが、運べないくらい大きな木もあり、木の活用、

加工、例えば、薪、炭など木の始末に知恵を絞らなければならないと考えています。

Q．今後の目標はありますか。
A．緑を子どもの世代まで残していきたいということが一番です。この「緑のトラスト保全第

14 号地」は今後、生物のメカニズムなどを観察する場として活用していきたいと思います。
また、自然の循環を活かしドングリから苗を育て補植を行ったり、堆肥置き場の設置を考
えています。特に、落ち葉がゴミとなっている今、農家の協力を得ながら、落ち葉を掃き、
堆肥にするなど落ち葉を活用していきたいと思います。

Q．三芳町議会に対して要望はありますか。
A．三芳町の雑木林を理解してほしいです。生物多様性だけでなく日本農業遺産認定の意味、

意義を理解し、今後、この環境をどう残していくのか考えてほしいと思います。議員の皆
さんには、雑木林の保全活動などを体験してほしいです。

環境大賞受賞おめでとうございます
みよしグリーン
サポート隊への
インタビュー
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政策サポーター会議
提言に向けて活発な議論

提言書を林町長に手渡しました
　平成 30年度は、「身近な緑を守り育てるための環境整備」をテーマに、サポーターの皆さ
まと協議を重ねてきました。その提言の内容がまとまりましたので、2月 22日にサポーター
の皆さまと一緒に林町長に提言書を手渡しました。
　町や住民をはじめ関係者が一丸となって保全や活用の取組みを進め、三芳町の貴重な財産で
ある「みどり」が後世に引き継がれることを期待
いたします。
　また、平成 29年度に提言した「地域の特長を
活かした観光資源の整備」について執行側に進捗
状況の説明を求めました。2月 19日に行われた
全員協議会において進捗状況等の説明を受けまし
た。今後も提言した内容については、タイミング
を見て進捗状況等を確認したいと思います。

平成30年度
政策提言テーマ 身近な緑を守り育てるための環境整備

　2018 年 8 月より 2019 年 2 月まで、6
回の三芳町議会政策サポーター会議が開催
されました。その内容は「身近な緑を守り
育てるための環境整備」と題した提言書に
まとめられ、2月 22日に林伊佐雄町長に提
出されました。この会議で抽出され、集約
された課題は、「企業・学校・住民等がかか
わる仕組みづくり」「担当部署の設置」「キャ
リア教育」「税制・寄付金等が集まる仕組み
づくり」の 4点です。そして、これらの課
題に対して、「緑の保全・活用に対する町の
考え方、方向性を明確にし、広く町民に周
知する」「緑の保全・活用に特化した組織を
設置する」「緑の保全・活用をさらに進めて
いくための拠点づくりを行う」「子どもたち

に対し環境教育を含めたキャリア教育を積
極的に行う」という解決手法が示されると
ともに、これらの手法の実施に当たっては、
“期限を区切り計画を立て、その進捗状況を
検証する”ことが提案されています。会議を
通じて私が感じたことは、町には緑を守り育
てる熱意と知識とアイデアを持ち、努力を続
けておられる方々が数
多くいらっしゃるとい
うことでした。町政に
対しては、提言の内容
を形あるものとして実
現していただけるよう
期待します。

三芳町政策サポーター会議アドバイザー　松原　健司氏
（淑徳大学教育学部こども教育学科学科長・教授）

三芳町の緑の保全の今後の方向性
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総務常任委員会
総務常任委員会では、平成 29年からの 2
年間の協議事項スケジュール表を策定して
取り組んでまいりました。主な事項を報告
します。
こぶしの里については、ほたる育成会より
整備要望書が提出されていたことから、委員
会において現地調査を行いました。湿地箇所
であり、木柵等に腐食箇所が見受けられ、枯
枝や落ち葉により、池及び水路によどみが確
認されました。担当課では、定期的に整備を
していましたが、多くの方が安心してほたる
観賞ができるよう、委員会として町に対し更
なる整備の要望を行いました。その後は順次
環境整備が行われています。
公共施設マネジメントでは、地域役員と共
に集会所調査を実施しました。早期建設の
集会所は、床材・屋根材の劣化や柱部分に
白アリの発生を確認しました。また、集会
所が複数ある区では、今後の維持管理も踏
まえ、建て替えの際には統合の検討も視野
に入れる必要性を感じました。集会所の更
新計画については公共施設マネジメントア
クションプランに記載されています。

次に、公共交通については栃木県高根沢町
の「デマンド交通・たんたん号」を、三芳
スマート IC 周辺のまちづくりについては福
島県会津坂下町の「道の駅あいづ　湯川・会
津坂下」と群馬県藤岡市「道の駅ららん藤岡」
を、それぞれ先進地視察を実施しました。町
では交通空白地域解消のため、ライフバス
の再編成を計画、併せて高齢者の自動車運
転免許証自主返納制度や高齢者公共交通補
助事業を実施していますが、安価で年中無
休で利用できる高根沢町の「デマンド交通・
たんたん号」は今後の町の公共交通構築に
大いに参考になりました。また、「道の駅あ
いづ」「道の駅ららん藤岡」両施設とも地域
拠点整備と活性化が目標であり、町が現在
構想中の「（仮称）三芳バザール賑わい公園」
を検討するうえで大変参考になりました。
町民の皆さまから要望の多い交通安全対策
については、計画策定するための交通量調
査が実施されました。今後、これらのデー
タを基に、県道路課及び警察の交通課等々
と協議を実施し、町全域の歩道整備計画が
策定されます。

住み良いまちづくりに向けて

栃木県高根沢町へ視察

町内集会所の現況調査
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厚生文教常任委員会
厚生文教常任委員会では、2年間かけて
様々な課題を調査研究してきた主な活動内
容と実績を紹介いたします。

◦小中学校のトイレの洋式化に向けて計画
的に事業開始！大きな成果に繋がった。
町内の小中学校のトイレの洋式化について
調査研究をしました。埼玉県内で洋式化率
が高い志木市は、大規模修繕工事に合わせ
てトイレの洋式化を計画実施し、小中学校
共に 90％を超えていました。一方、町内の
小中学校のトイレの洋式化率は、現在のと
ころ小学校 26％、中学校 25．3％となって
おり、低い状況でした。早速、町長へ要望
書を提出し、結果として平成 30年度予算計
上が始まり計画的に実施開始となり大きな
成果となりました。

◦小中学校のタブレット型 PCの活用に
ついての要望書を教育長に提出
本町では、平成 27年から各小学校にタブ
レット型 PCが導入されています。そこで、
小学校でのタブレット型 PCの活用状況につ
いて調査するため町内の小学校を視察しま
した。平成 31年度には中学校へのタブレッ
ト型 PCの導入を検討していることから、子
供たちの学力向上に繋がることを期待し教
育長へ要望書を提出しました。

◦三芳町内の児童生徒の学習支援につい
ての要望書を町長に提出
平成 30年 1月には、特に貧困家庭の子供
たちに対して学習支援を実施している愛知
県高浜市を視察、10月には町内で学習支援
を行っている 5つの団体との事前アンケー
ト、意見交換会を実施し、町内の公民館に
学習支援団体の利用できるインターネット
接続環境の整備を要望しました。

◦ 3月定例会で学力向上について調査報告
有効な手段を調査するため、先進的な取組
みとして「子ども土曜塾」及び「子ども未
来塾」を実施している愛知県江南市を視察
しました。本町でも学力向上の施策として
学習支援員や教育支援員の配置、みらい、の
ぞみサマーチャレンジスクールなど町独自
の学習支援を行っており、更に学力向上推
進委員会を配置するなど取り組んでいます。
しかしながら、さらなる学力向上の取り組
みが喫緊の課題と捉え、教員の指導力、資
質向上を図ることや各学校での保護者に対
するセミナーを開催することなど、合計５
つについて実行が必要と結論付け、有効な
施策を早急に実施するよう教育委員会に求
め児童生徒の学力向上についての調査報告
としました。

こどもの教育環境の
さらなる充実を

小中学校のトイレ洋式化の調査

タブレット型ＰＣの活用状況を調査
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議会運営委員会
三芳町議会では“開かれた議会”を目指し、
これまで様々な議会改革を行ってきました。
加えて平成 29年度からは政策サポーター会
議を開催し、住民参加型の会議として町に
対して政策提言を行っています。今後更に
町民の皆様にとって“開かれた議会”とな
り得るために、この 2年間で、通年議会の
開催、議員報酬や議員定数、委員会での義
務化事項等、16項目に渡って検討を進めて
きました。
特に視察も行った議員報酬については、三
芳町議会の議員報酬は県内町村の中では一
番高い金額の月額 252,000 円であるもの
の、それぞれの県内で一番議員報酬の高い
町村を集めた中では 47 都道府県中 31 位、
関東エリアに絞った 7都県の中では最下位、
また近隣市と比較しても月額 10万円程の乖
離が生じている状況であり、以前に検討を
進めてきた総務常任委員会の平成 27年申し
送り内容で『議員報酬は上げるべき』との
結論に至ったものの、その後、具体的な検
討が進んでおらず、改めて議会運営委員会

として適正な議員報酬について協議を行っ
てきました。視察を行った神奈川県葉山町
では、首長と議員の活動量に応じた報酬の
算定を行っており、こうした方法も含めて
検討を進めると共に、委員会として議員報
酬に関する町民との意見交換も実施し、町
民の皆さまから様々な意見を頂戴しながら
検討を進めてきました。委員会としては、三
芳町特別職報酬等審議会が 12年間開かれて
おらず、まずは審議会の開催が必要との結
論に至り、町長に対して特別職報酬等審議
会の開催依頼を行い、議会運営委員会とし
ての検討を終了としました。全国的には議
員のなり手不足が叫ばれておりますが、議
員報酬以外にも有効な手段を模索しながら、
三芳町の将来を見据えて、幅広い世代や業
種から議員に立候補出来る環境整備を進め
ていきます。
今後も更に議会改革を推進し、町民の皆さ
まに親しまれる議会づくりを行っていきま
す。

身近な議会を目指して

神奈川県葉山町へ視察

議員報酬についての意見交換会
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議会広報広聴常任委員会
議会広報広聴常任委員会ではこの 2年間、
読み手（町民）の側に立ったわかりやすい
広報を目指し工夫してまいりました。審議
結果だけでなく、討論や質疑及び審議結果
を掲載し、議会活動の内容を町民へわかり
やすく伝えるよう、委員一丸となって活動
してきました。

◦読まれる議会だよりを目指して
読者である町民に手に取ってもらえるよ
う、町民にとって関心の高い情報はなにか、
議会が伝えなければならないことは何かを
考え、企画記事を検討してきました。また
所管事務調査では、議会だより先進地の埼
玉県寄居町、山形県川西町に調査へ行き、町
民参加の広報、写真の使い方、ストーリー
性のある議会広報を学びました。

◦町民との意見交換会「ふれあい座談会」
ふれあい座談会（議会報告会）は、議会が
住民福祉の向上にその役割を果たしていく
ため、住民とともに地域社会の活力ある発
展を目指すものであり、議会活動の状況を
地域に出向き住民に直接報告・説明し、議
会活動に対する意見等、さらには町政に対
する提言などを話し合う場を設けました。

◦町民の意見、要望を糧に「議会だより
モニター」設置へ
議会が行う広報・広聴活動の基となる三芳
町議会の広報の企画・編集等に関し、広く
町民から意見や要望を聴取し、より内容の
充実を図るため「議会だよりモニター」制
度の創設について協議をしてきました。平
成 31年度より「議会だよりモニター」制度
が開始されることと思います。多くの方の
ご参加をお待ちしております。

新しい議会だよりに挑戦

ふれあい座談会

議会だよりに関する意見交換会寄居町へ視察
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編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
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町の住所をわかりやすく
〜総務常任委員会で要望書を提出〜

　住所をわかりやすくするために、今後計画的に市街化区
域における住居表示による住所の整理を行うため、一定期
間をかけて検討を行うと議会に対し説明がありましたが、
その後の進捗を確認できない状況です。
　住居表示を実施するには多額の予算も必要になるかと思
われますが、住居表示を行うことにより、住所を探すこと
が容易となり、緊急車両の到着が早くなるなど、地域に住
む住民の皆さまには多くのメ
リットがあります。
　そこで、土地区画整理事業
が終了している地域だけでも
早期に住居表示を実施するよ
う、町に対し要望しました。

新たな議長が
就任しました。
　前議長の議員辞職に伴
い、議長選挙が 2月 27
日の 3 月定例会初日に
行われ、議長に岩城桂子
議員が就任しました。

　
「
三
寒
四
温
」
寒
さ
と
暖
か
さ

が
交
互
に
繰
り
返
す
季
節
、
役

場
駐
車
場
で
は
白
梅
が
満
開
に

咲
き
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る

頃
、
３
月
定
例
会
は
18
日
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
最
後
の
年
で
あ
る
今
定
例
会
は
、

平
成
31
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
大
事
な
議

会
と
あ
っ
て
議
員
一
人
ひ
と
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
臨
ん
だ
約
一
か
月
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
4
年
の
任
期
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
は
議
会
報
告
会
の
開
催
や
、「
議
会
だ

よ
り
」
の
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
大

き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
議
会
で
何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
」

　
「
議
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」

　
全
て
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
議
会
と
し
て
も
、
工
夫
し
な
が
ら

「
伝
え
る
」
努
力
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
は
今
号
で
最

後
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
進
化
す
る

「
三
芳
町
議
会
だ
よ
り
」に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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